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政策・施策分野 利用したデータ データの仕様 活用目的 データ購入費
（発注額に占める割合）

公共交通の利便性
向上・利用促進

交通系ICカード 広島都市圏内の乗降バス
停・時刻等のデータ
150系統・1ヶ月

現況バス利用状況の可
視化・非効率路線・区
間の把握

15万円
（数％）

交通系ICカード ⾧崎市内、熊本市内路線
バスの1年間利用データ

現況バス利用状況の可
視化・非効率路線・区
間の把握

無料

携帯電話基地局データ
（モバイル空間統計）

広島県内の500mメッ
シュ別の市町村別居住地

駅周辺への人流実態の
把握

70万円
（約15％）

GPSデータ 熊本県内の市のポイント
データ・100mメッシュ
間のODデータ・1ヵ月
（総トリップ3,200）

公共交通検討にあたっ
て人が集まるエリアを
抽出。ネットワーク

80万円
（約10％）

ウォーカブル プローブパーソン調査
（調査により取得）

静岡県内主要駅周辺
1,200人・日

中心市街地の歩行者の
回遊を把握。歩行回遊
シミュレーションも実
施。

調査のため
購入なし

AIカメラ 道路2.4km区間内にカメ
ラ20台を設置し1日昼間
の観測

車道部の乱横断実態の
把握

調査のため
購入無し

結節点整備 Wi-Fiアクセス
ポイントデータ

新宿バスタ周辺
１ヶ月

交通結節点内および周
辺での人の動きの把握

150万円程度
（約10％）

WI-FIパケットセンサー
（調査により取得）

愛媛県主要駅
９箇所１週間

交通結節点での乗り換
え状況と、待合場所の
利用状況把握

調査のため
購入なし
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人流変化の
実績値

効果の予測値
（ポテンシャル）

リンク別の歩行者交通量

なぜポテンシャルが発現していないのか、
店舗立地変化等の外的要因によるものか、
それとも内的要因（拡幅だけでは人が来な
かった等）によるものか等を確認。
→改善要素の洗い出し

モデルで設定したシナリオどおりに発現し
た効果（パークレットに予想通り人が来た
等）なのか、店舗立地等の外的要因による
ものなのか等を確認
→ベストプラクティスとしての蓄積

施策の
ポテンシャル
発現状況を
チェック


